
１学習内容の説明⇒２問題演習⇒３振り返り（確認テスト・相互採点・リフレクションの記入）

【内容目標】散らばりの度合いを表す値を求められるようになろう

□分散と標準偏差

●データ全体の特徴を表そう

データの中のいくつかの代表的な値を用いて散らばりの度合いを表す値　⇒　四分位数

データの中の　すべての値　を用いて散らばりの度合いを表す値　⇒　?

偏差　　     

 

分散　　　 偏差  の乗の平均値

       

　　　　　 　　  


 


    
     

  

標準偏差

 分散 

注意 

◎次のことを用いて、平均値の周りに各値がどのように分布しているかを考えてみよう

例９）　データの分散，標準偏差
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数式で書くと（問題集などでは下のように書かれることが多い）
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    

偏差は平均との差を計算 偏差の２乗

「偏差の２乗の平均」が「分散」

分散にルートを付けたら

「標準偏差」

平均を求めるときに仮平均を使ってもよい
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□分散と平均値の関係式

 のデータの分散   
 のデータの平均値  

 のデータの平均値

つまり，データの値の『２乗の平均値』から，『平均値の２乗』を引いた値が分散に等しい。

ただし，データの値が小さくなければ大変なので注意。
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例１０）  例９
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４プロ３２５）  
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個のデータ 個のデータ

平均値  

総和    

個のデータの総和

個のデータの平均値

乗の平均値  

乗の総和    

個のデータでの総和
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『２乗の平均値』－『平均値の２乗』


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度数分布から標準偏差を求める

度数分布から標準偏差を求める場合は，各偏差に対応する度数を掛けたものの平均値を用いれば良い。

練習）

 

平均や分散の計算は

度数を掛けたものの

平均値を計算すること
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標準偏差と偏差値

四分位範囲にはデータの約％が含まれる

ことになります。一方、平均値からのずれが

±標準偏差以下の範囲には％

±×標準偏差以下だとさらに

±×標準偏差だととなります。

このことを用いて模擬試験などでは偏差値として

数値化し，全体（母集団）との位置関係を

示しています。公式は次のようになり

 偏差値     得点  平均点
 標準偏差



「」とするので偏差値が集団の中央平均点となるのです。ただしあくまでも分布内の数

値であり，確率に関わる数値なので目安として捉えましょう。たとえば，２回のテストの点数がそ

れぞれ，点，点であっても平均点や標準偏差によって表のように偏差値が求められます。

第１回より第２回のテストの点数は下がっていますが，偏差値は上がっています。偏差値は全体

の中で自分がどの位置にいるかを示していますから，この場合は、がっかりしなくてもよいのかもしれ

ません。
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